
Ⅳ．大学院在学者・進学者に対する特例
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  大学院在学者・進学者に対する特例 

 

    大学院在学や進学を理由に採用を辞退した者等に対し、次年度以降の採用選考 

試験における特別選考の実施や名簿登載期間の延長など、特例的な措置を講じて 

いる県市  ・・・・・・２４県市 

 

（２４県市の内訳） 

○ 次年度以降の採用選考試験における一部試験免除   ４県市 

○ 次年度以降の採用選考試験における特別選考      ２県市 

○ 採用候補者名簿登載期間の延長              １９県市 
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大学院在学者・進学者に対する特例

次年度以降の採用
選考試験における
一部試験免除

次年度以降の採用
選考試験における

特別選考

採用候補者名簿の
登載期間の延長

208ページ
参照

210ページ
参照

211ページ
参照

1 北海道 ○ ○ 教職大学院

2 青森県

3 岩手県

4 宮城県

5 秋田県

6 山形県

7 福島県

8 茨城県

9 栃木県

10 群馬県 ○ ○ 教職大学院

11 埼玉県 ○ ○ 国内の大学院

12 千葉県

13 東京都 ○ ○
創価大学、玉川大学、帝京大学、
東京学芸大学、早稲田大学

14 神奈川県 ○ ○ 国内の大学院

15 新潟県

16 富山県

17 石川県

18 福井県 ○ ○ 専修免許状取得可能大学院

19 山梨県

20 長野県

21 岐阜県 ○ ○ ○ 教職大学院

22 静岡県 ○ ○ 国内の大学院

23 愛知県 ○ ○ 国内の大学院

24 三重県

25 滋賀県

26 京都府 ○ ○ 国内及び海外の大学院

27 大阪府 ○ ○ 国内の大学院

28 兵庫県 ○ ○ 国内の大学院

29 奈良県 ○ ○ 国内の大学院

30 和歌山県

31 鳥取県

32 島根県

33 岡山県 ○ ○
国内の大学院・岡山大学大学院
教育学研究科教職実践専攻（教
職大学院）

34 広島県 ○ ○ 国内及び海外の大学院

35 山口県 ○ ○ 国内の大学院

36 徳島県

37 香川県

38 愛媛県

39 高知県

40 福岡県

対象となる大学院
特例の
有無

大学院在学者・進学者に対する特例
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次年度以降の採用
選考試験における
一部試験免除

次年度以降の採用
選考試験における

特別選考

採用候補者名簿の
登載期間の延長

208ページ
参照

210ページ
参照

211ページ
参照

対象となる大学院
特例の
有無

大学院在学者・進学者に対する特例

41 佐賀県 ○ ○ 国内及び海外の大学院

42 長崎県 ○ ○ 教職大学院

43 熊本県

44 大分県

45 宮崎県

46 鹿児島県

47 沖縄県

48 札幌市 ○ ○ 教職大学院

49 仙台市

50 さいたま市 ○ ○ 国内の大学院

51 千葉市

52 川崎市

53 横浜市

54 新潟市

55 静岡市

56 浜松市

57 名古屋市

58 京都市 ○ ○ 国内の大学院

59 大阪市

60 堺市 ○ ○ 国内の大学院

61 神戸市

62 岡山市 ○ ○
国内の大学院・岡山大学大学院
教育学研究科教職実践専攻（教
職大学院）

63 広島市 ○ ○ 国内及び海外の大学院

64 北九州市

65 福岡市

合計 24 4 2 19
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（１）次年度以降の採用選考試験における一部試験免除

岐阜県

平成 22

愛知県

平成 22

大阪府

平成 20

0

29

平成２１年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数 14 8 9 1 32

養教 栄教 合計

平成２０年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数 15 10 4

実施状況

小 中 高 特支

平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

資格要件 第２次選考に合格し、大学院進学または在学中を理由に採用を辞退することを申し出ること。

特例の内容 翌年度、または翌々年度に、特別選考を実施する予定。

（補足事項） 合格した校種教科の専修免許状を取得できる見込みがあること。

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

対象となる校種・教科 全ての校種・教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

対象となる校種・教科 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教諭 特例を設けた年度 年度採用選考から

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする

特支 養教 栄教

資格要件 岐阜大学教職大学院修了見込み者（修了者は含まず）

特例の内容 第1次試験免除（筆記試験と集団面接試験）

合計

（補足事項）

実施状況
小 中 高

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

0
平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

資格要件

進学又は在学を理由として辞退届を提出し、採用を辞退した人が、次に指定する年度の「愛知
県公立学校教員採用選考試験」において、同一の受験区分・教科に出願し、かつ、次のいずれ
の要件も満たす場合。
大学院進学者
　ア平成24年度愛知県公立学校教員採用選考試験出願者
　イ平成24年3月31日までに大学院修士課程を修了見込みであること
　ウ平成24年4月1日までに、平成22年度愛知県公立学校教員採用選考試験で受験した区分・
教科の専修免許を取得できていること
大学院在学者
　ア平成23年度愛知県公立学校教員採用選考試験出願者
　イ平成23年3月31日までに大学院修士課程を修了見込みであること
　ウ大学院の在学期間が２年間であること
　エ平成23年4月1日までに、平成22年度愛知県公立学校教員採用選考試験で受験した区分・
教科の専修免許を取得できていること

特例の内容 第２次試験の個人面接のみを行う。

対象となる校種・教科 全校種・全教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

（補足事項）

実施状況
小 中 高 特支 養教 栄教 合計

0
平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数
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山口県

平成 21

0
平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

0
平成２１年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

平成２４年度教員採用選考試験における第一次試験の免除

（補足事項）

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 すべての校種・教科等 特例を設けた年度

実施状況

小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件

採用候補者（名簿登載者）のうち、大学院進学を理由として申出書を提出した上で採用辞退した
者が、次のいずれにも該当し、２年後の採用候補者選考試験に同一の志願区分（校種）及び教
科（科目等）で出願した場合
①平成24年３月31日までに大学院修士課程を修了できること
②平成24年３月31日までに同一の志願区分の校種、教科の専修免許状が取得できること

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする
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（２）次年度以降の採用選考試験における特別選考

福井県

平成 21

堺市

平成 22

専修免許状取得可能大学院を対象とする対象となる大学院

対象となる校種・教科 すべての校種、教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

資格要件

一般選考の受験資格を満たし、次の①および②のいずれかに該当する者で、大学院修了時に
専修免許状を取得見込みの者。
①平成２２年度教員採用選考試験における採用内定者であって、大学院進学を条件に採用内
定を辞退した者。②平成２２年度教員採用選考試験において平成２３年度大学院修士課程修了
時特別選考受験を認められた者。

特例の内容
・個人面接　・適性検査　・レポート　・大学院修士課程の履修状況（成績証明書）により選考す
る。

（補足事項）

実施状況

小 中

平成２１年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

高 特支 養教 栄教

未定

3

合計

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数

資格要件

次の①～③のいずれも満たす人
① 選考に合格し、合格した校種等（教科）の専修免許状が取得できる大学院修士課程に平成22
年度に進学することを理由に教員採用を辞退したうえで、平成23年度中に同課程を修了するこ
と。
※ 1年で同課程を修了する場合は、平成22年度中に同課程を修了すること。
②　①の採用辞退の時点で、2年で同課程を修了する場合は、平成24年度堺市立学校教員採
用選考試験の特別選考を受験する旨を別途指定する様式により申し出ていること。
※ 1年で同課程を修了する場合は、平成23年度堺市立学校教員採用選考試験の特別選考を
受験する旨を別途指定する様式により申し出ていること。
③ 教員採用選考試験に合格した校種等（教科）において、大学院修士課程修了時までに専修
免許状（P.3　『１．募集する校種等（教科）及び採用予定数』に記載する「出願に必要な免許状
等」に係るもの）を取得できる見込みがあること。

特例の内容
採用時の処遇については、大学院の在籍年数により大学院修了資格を有する一般選考等の合
格者と異なる場合があります。
学院は、学校教育法（昭和22年法律第26号）第97条にいう大学院とします。

対象となる校種・教科 選考に合格した校種等（教科）に限る。 特例を設けた年度 年度採用選考から

（補足事項）
選考内容等の詳細は受験する年度の堺市立学校教員採用選考試験の受験案内で発表しま
す。

実施状況
小 中 高 特支 養教 栄教 合計

小中に含む 未定 未定 0
平成２２年度採用選考において合格したが特
例を希望し認められた者の数 未定 未定 -
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（３）採用候補者名簿の登載期間の延長

北海道

平成 21

群馬県

平成 22

埼玉県

平成 22

東京都

平成 20

合計

（補足事項）

小 中
実施状況

特支 養教 栄教高

資格要件
平成２２年度採用群馬県公立学校教員選考試験の第２次選考試験に合格した人で、教職大学
院へ進学する人、または、教職大学院に在学中の人は、本人が群馬県教育委員会にその申し
出を行い、許可を受けた人に限る。

特例の内容 採用期日を延長できる。

対象となる校種・教科 小・中学校・高等学校・特別支援学校 特例を設けた年度 年度採用選考から

合計

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 1 2

小 中

3

特支 養教 栄教

対象となる校種・教科 全ての校種・教科 特例を設けた年度

高

（補足事項）

資格要件 採用候補者名簿に登録となった者で、北海道内にある教職大学院へ進学する場合。

特例の内容 本人の申出により登録期間を１年延長する。

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする

実施状況

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

年度採用選考から

0

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

資格要件 該当する校種、教科の免許状をすでに取得している大学院修士課程１年生

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

特例の内容 名簿への登載を１年間猶予する

対象となる校種・教科 小、中、高、養護教員 特例を設けた年度 年度採用選考から

（補足事項）

実施状況
小 中 高 特支 養教 栄教 合計

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

資格要件
東京都と提携した教職大学院への進学を希望する者で受験校種の専修免許状取得のために進
学する者

特例の内容 名簿登載期間の延長

対象となる大学院

対象となる校種・教科 全校種・教科 特例を設けた年度

創価大学、玉川大学、帝京大学、東京学芸大学、早稲田大学

年度採用選考から

（補足事項）

実施状況

小 中 高 特支 養教 栄教 合計

平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 2 1 1 4

1 7平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 2 4

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数
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神奈川県

平成 21

岐阜県

平成 20

静岡県

平成 21

京都府

平成 21

未定 0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 未定 未定 未定 未定

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 2 3 0 0 0 0 5

未定

資格要件
採用候補者名簿登載者で、合格した校種・教科（科目）の専修免許状取得を目的に大学院等に
進学する者又は在籍している者

実施状況

小 中

特例の内容 採用候補者名簿登載期間を最大２年間延長し、専修免許状取得を条件に採用する。

（補足事項）

対象となる校種・教科 全校種・教科（科目） 特例を設けた年度 年度採用選考から

高 特支 養教 栄教 合計

対象となる大学院 国内及び海外の大学院を全て対象とする

中 高 特支

名簿登載期間を1年間延長して採用する。ただし、教職大学院を修了した場合のみ採用する。

（補足事項）

実施状況

小

対象となる校種・教科 小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の各教諭 特例を設けた年度

資格要件 2次試験に合格し名簿登載された者で、岐阜大学教職大学院に進学する者や現在在学中の者

特例の内容

年度採用選考から

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする

3

養教 栄教 合計

2平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 1 1

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 2 1

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 3

3

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

対象となる校種・教科 全校種等・教科

特例の内容

採用期日延長期間の上限は、教職大学院進学者は２年間、大学院修学継続者は１年間。採用
候補者名簿登載者が教職大学院への進学のため、または大学院在学者が修学継続のため、
平成22年４月の採用を辞退し、教職員大学院または、大学院の課程修了後の採用を希望する
場合は、本人が神奈川県教育委員会にその旨の申し出を行い、許可をうけた者に限り採用期日
を延長できる。

（補足事項）

特例を設けた年度 年度採用選考から

資格要件
受験校種等・教科に関する教員免許状を平成22年３月31日までに取得していること。教職大学
院への進学または大学院の修学継続により、受験校種等・教科に関する教員専修免許状を取
得すること。

実施状況

小 中

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 4 1

高 特支 養教 栄教 合計

8

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 0

3

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

対象となる校種・教科 全校種・全教科、養護教員

特例の内容 名簿登載期間を１年間延長する。

（補足事項）

実施状況

小 中

特例を設けた年度 年度採用選考から

資格要件
既に該当校種・教科の免許を取得済みである大学院修士課程１年生が２次選考試験に合格し
た場合、名簿登載期間の延長願いを提出する。

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 2 4

高 特支 養教 栄教 合計

7

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 0

1
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兵庫県

平成 22

奈良県

平成 22

岡山県①

平成 21

岡山県②

平成 20

岡山大学大学院教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）のみ

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

実施状況

小 中 高

2

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 2 0 0 0 2

養教 栄教 合計

平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 1 1 0 0

特支

対象となる校種・教科 全校種・教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

資格要件
平成22年度岡山県・岡山市公立学校教員採用候補者選考試験の結果，採用候補者として登録
された者が，岡山大学大学院教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）へ進学する場合。

対象となる大学院

0

特例の内容 採用候補者名簿の登録の有効期間を，平成24年3月31日まで延長する。

（補足事項） なし。

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数
実施状況

（補足事項）

養教 栄教 合計特支

対象となる校種・教科 小学校 特例を設けた年度

小 中 高

特例の内容
大学院修士課程1年生が、小学校を受験し合格した場合、本人の申し出（平成21年10月31日ま
で）により修学できるよう採用を1年間延期する。

年度採用選考から

資格要件 大学院修士課程1年生

未定 0

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 未定 未定 未定 未定 未定

最大２年間、採用を猶予する。

（補足事項）

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 全校種・全教科 特例を設けた年度

実施状況
小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件
専修免許状を取得できる大学院修士過程及び教職修士課程に今年度進学した者もしくは来年
度進学する者であって、修士課程修了を希望する者

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

対象となる校種・教科 全校種・教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

特支 養教 栄教

資格要件
大学院において修学中であり，すでに教諭普通免許状を所有している者で，かつ平成22年度岡
山県・岡山市公立学校教員採用候補者選考試験の結果，採用候補者として登録された者が，
引き続き大学院での修学を希望する場合。

特例の内容 採用候補者名簿の登録の有効期間を，平成24年3月31日まで延長する。

合計

（補足事項） なし。

実施状況

小 中 高

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 2 1 0 0 3

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数
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広島県

平成 20

佐賀県

平成 22

長崎県

平成 22

1平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 1

名簿登載期間の更新申請を行い、名簿登載の有効期間をさらに１年間延長する

（補足事項） 名簿登載期間の更新は、次年度に書類及び面接により審査し、決定するものとする。

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 募集する校種・教科科目 特例を設けた年度

実施状況
小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件
教職大学院進学予定者又は教職大学院１年に在学する者が、本県の教員採用選考試験に合
格した場合

0

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数 未定 未定 未定 未定 未定

大学院等進学希望者は又は大学院等１年生で採用候補者名簿に登載された者が、教員として
の能力及び資質の向上を目的として大学院等で修学を希望する場合、採用候補者名簿登載期
間を延長して修学を保障する。必要に応じて採用候補者名簿登載期間を２年まで延長し、専修
免許状取得を条件に採用する。　　※大学院等：専修免許状を取得できる専攻科をもつ学部等
を含む

（補足事項）

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 全校種・全教科 特例を設けた年度

実施状況
小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件

１　大学院等進学希望者の場合（平成２２年３月に大学卒業見込の者）
　・　試験区分に応じた普通免許状の所有者又は平成２２年３月末までに取得見込みの者
　・　平成２１年度中に専修免許状が取得できる大学院等を受験する者
２　現に大学院等に１年生として在籍している場合
　・　試験区分に応じた普通免許状を有している者で、その専修免許状を取得できる者

0

対象となる大学院 国内及び海外の大学院を全て対象とする

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

3

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 5 2 1 8

平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 3

・名簿登載期間の１年間延長。

（補足事項）
・名簿登載期間を延長する期間は１年以内の範囲で認めるものとし，更新を認めない。
・大学院等には国内大学の研究生又は科目等履修生として学業を継続する場合及び海外の大
学又は大学院に修学する場合を含む。

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 一般選考と同じ 特例を設けた年度

実施状況

小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件

・採用候補者名簿登載者であること。
・出願時に教育職員免許状を取得していること。
・本人の希望によること。
・教員としての能力及び資質の向上を目的として大学院等に修学する場合であること。
・任命権者にその旨の申し出を行い，許可を得た者であること。

対象となる大学院 国内及び海外の大学院を全て対象とする

未定
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札幌市

平成 21

さいたま市

平成 22

京都市

平成 20

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

5平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 3 2

3平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 2 1

2年間（特に必要がある場合は3年間に限り）採用を猶予し，第2次試験で合格した校種・教科又
は職の専修免許状の取得を条件として，平成24年4月1日付け又は平成25年4月1日付けで京都
市立学校教員として採用する。

（補足事項）
第2次試験合格者が独立行政法人国際協力機構法の規定に基づく青年海外協力隊又は日系
社会青年ボランティアの活動に従事する場合にも同様の特例（猶予は2年間まで）がある。

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 募集を行う全区分（小，中，高，総支，養教） 特例を設けた年度

実施状況

小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件
第2次試験を合格し，合格した校種・教科又は職の専修免許状取得を目指して，大学院へ進学
する者

0

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

採用候補者名簿登載の有効期間を、平成22年3月31日から1年間とする。

（補足事項）

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 小・中 特例を設けた年度

実施状況
小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件

大学院在学者が修学のため、平成22年4月の採用を辞退し、大学院課程修了の後の採用を希
望する場合、本人がさいたま市教育委員会にその申し出を行い、許可を受けたものに限り採用
期日を延長できる。その場合、平成23年3月31日までに、登載校種の教員専修免許状を取得す
ること。

0

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 0

登録期間を1年間延長することができる

（補足事項）

養教 栄教 合計高 特支

対象となる校種・教科 全校種・全教科 特例を設けた年度

実施状況

小 中

特例の内容

年度採用選考から

資格要件 採用候補者名簿に登録された者で、北海道内にある教職大学院へ進学する場合

対象となる大学院 教職大学院のみを対象とする
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岡山市①

平成 21

岡山市②

平成 20

広島市

平成 20

岡山大学大学院教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）のみ

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

0平成２１年度採用選考において特例を受けた人数

合計

平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 0

小 中 養教 栄教高 特支

資格要件
平成22年度岡山県・岡山市公立学校教員採用候補者選考試験の結果，採用候補者として登録
された者が，岡山大学大学院教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）へ進学する場合。

特例の内容 採用候補者名簿の登録の有効期間を，平成24年３月31日まで延長する。

（補足事項） なし。

実施状況

対象となる校種・教科 全校種・教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

対象となる大学院

（補足事項）
・名簿登載期間を延長する期間は１年以内の範囲で認めるものとし，更新を認めない。
・大学院等には国内大学の研究生又は科目等履修生として学業を継続する場合及び海外の大
学又は大学院に修学する場合を含む。

実施状況
1

小 中 高

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

3

82平成２１年度採用選考において特例を受けた人数 5

特支 合計

平成２０年度採用選考において特例を受けた人数 3

養教 栄教

対象となる校種・教科 一般選考と同じ 特例を設けた年度 年度採用選考から

資格要件

・採用候補者名簿登載者であること。
・すでに教育職員免許状を取得していること。
・本人の希望によること。
・教員としての能力及び資質の向上を目的として大学院等に修学する場合であること。
・任命権者にその旨の申し出を行い，許可を得た者であること。

特例の内容 ・名簿登載期間の１年間延長。

対象となる大学院 国内及び海外の大学院を全て対象とする

対象となる大学院 国内の大学院を全て対象とする

栄教

資格要件
大学院において修学中であり，すでに教諭普通免許状を所有している者で，かつ平成22年度岡
山県・岡山市公立学校教員採用候補者選考試験の結果，採用候補者として登録された者が，
引き続き大学院での修学を希望する場合。

特例の内容 採用候補者名簿の登録の有効期間を，平成24年3月31日まで延長する。

対象となる校種・教科 全校種・教科 特例を設けた年度 年度採用選考から

実施状況

小 中 高 特支 合計養教

0平成２１年度採用選考において特例を受けた人数

0平成２２年度採用選考において特例を受けた人数

（補足事項） なし。

未定
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